
32

　

新
し
い
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
到
来
と
共
に
二

十
世
紀
は
終
わ
る
。
こ
の
波
乱
の
世
紀
を
振

り
返
る
と
、「
国
家
」
に
つ
い
て
の
考
え
方

が
百
年
前
と
現
在
と
で
は
、
全
く
逆
で
あ
る

事
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
現
在
は
ア
メ
リ

カ
を
中
心
に
市
場
主
義
的
考
え
方
が
強
く
、

「
小
さ
な
政
府
」
や
規
制
緩
和
が
世
界
の
主

流
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
十
九
世
紀
後
半

か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
は
、
よ
り
大
き
な
国
家
作
り
に
励
ん
だ
。

多
く
の
山
や
河
で
分
断
さ
れ
、
複
雑
な
地
形

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
民
族
、
言
語
、
宗
教
等
が

異
な
っ
て
い
た
が
、
可
及
的
大
き
な
統
一
体

「
国
民
国
家
」
作
り
を
競
い
合
っ
た
。
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
等
で

今
日
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
の
は
こ
の
頃

で
あ
る
。
日
本
も
競
争
参
加
に
ぎ
り
ぎ
り
間

に
合
っ
た
。
明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）
は

ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
ド
イ
ツ
統
一
よ
り
三

年
早
い
。
何
が
「
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
」

へ
と
駆
り
立
た
せ
た
の
か
。
大
量
生
産
に
よ

る
効
率
性
を
競
い
合
う
本
格
的
な
工
業
社

会
到
来
の
予
感
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
の
戦
い
で
勝
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ

だ
っ
た
。
無
限
に
拡
が
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

と
、
そ
れ
を
結
び
付
け
る
大
陸
横
断
鉄
道
の

建
設
は
、
ア
メ
リ
カ
を
大
規
模
生
産
の
王
者

た
ら
し
め
た
。
極
め
つ
け
は
フ
ォ
ー
デ
ズ
ム

で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
年
に
売
り
出
さ
れ
た

Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
は
十
年
間
に
五
十
倍
に
増

加
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
労
働
者
に
当
時
の

倍
の
賃
金
を
支
払
い
、
金
持
ち
や
貴
族
の
持

ち
物
か
ら
「
大
衆
自
動
車
の
時
代
」
へ
の
道

を
開
い
た
こ
と
だ
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
戦
争

を
挑
み
、
徹
底
的
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た
日

本
が
、
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
不
思
議
な
こ
と

に
工
業
社
会
の
最
終
勝
利
者
と
な
っ
た
。
民

族
、
言
語
、
国
土
が
同
一
だ
っ
た
事
が
幸
い

し
、
大
き
な
政
府
と
教
育
制
度
の
急
速
な
普

及
等
が
一
極
集
中
に
よ
る
効
率
的
生
産
体

制
を
作
り
上
げ
る
事
に
成
功
し
た
。

　

今
世
紀
、
二
度
の
世
界
大
戦
と
冷
戦
を
挟

ん
で
先
進
国
は
、
高
度
成
長
と
完
全
雇
用
政

策
を
掲
げ
て
「
ケ
イ
ン
ズ
的
福
祉
国
家
」
を

作
り
、
ま
す
ま
す
大
き
な
政
府
と
な
っ
て

い
っ
た
。
同
時
に
膨
大
な
中
産
階
級
を
生
み

出
し
、
大
衆
消
費
社
会
の
扉
を
開
き
、
一
層

の
高
成
長
を
可
能
に
し
た
。
大
戦
後
か
ら
石

油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
の
二
十
五
年
間
、
世
界
の

平
均
成
長
率
は
五
％
を
超
え
、
国
民
総
生
産

は
三
・
五
倍
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
空
前
絶
後

で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
好
循
環
は
い
つ

ま
で
も
続
か
な
い
。
膨
大
化
し
た
ニ
ュ
ー
ミ

ド
ル
は
国
家
に
一
層
多
く
を
要
求
し
、
企
業

に
も
労
働
条
件
の
引
き
上
げ
を
強
く
求
め

た
。
こ
う
し
て
国
家
財
政
は
破
綻
に
ひ
ん

し
、
企
業
も
成
長
の
限
界
に
直
面
し
た
。
駄

目
押
し
は
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
低
迷
し
、
ア
メ
リ
カ
は
大
病
に 
罹 
っ
た
。

か
か

こ
こ
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
、レ
ー
ガ
ン
の
登
場
と
な

る
。
日
本
も
同
様
だ
っ
た
が
、
石
油
シ
ョ
ッ

ク
は
皮
肉
に
も
相
対
的
に
有
利
に
働
い
た
。

軽
薄
短
小
型
の
日
本
の
自
動
車
、
電
機
等
の

国
際
競
争
力
は
高
ま
っ
た
。
だ
が
供
給
サ
イ

ド
の
改
革
を
鈍
ら
せ
、
工
業
社
会
的
発
想
に

逆
戻
り
し
、
バ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
た
だ
け
で

な
く
、
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
を
決
定
的
に

遅
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
二
十
世
紀
最
後
の
九

〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
絶
好
調
と
日
本
の
未

曾
有
の
不
況
と
い
う
鏡
の
如
き
対
照
性
は

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。
二
つ
の
事
が
重
要
で

あ
る
。
大
き
な
政
府
は
人
々
に「
依
存
心
」を

植
え
付
け
、自
立
心
を
損
な
う
。も
う
一
つ

は
「
小
さ
な
国
家
」
が
何
故
繁
栄
し
て
い
る

か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
も
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
台
湾
等
は
活
況
を
呈

し
て
い
る
。
製
造
業
を
低
賃
金
近
隣
諸
国
に

移
し
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
、

製
品
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
等
に
集
中
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
は
大
国
で
は
な
い
か
と
反
論

が
予
想
さ
れ
る
が
、
各
州
の
独
立
性
が
極
め

て
高
い
の
で
五
十
分
の
一
と
考
え
る
こ
と

も
出
来
る
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス

拠
点
は
各
地
に
分
散
し
て
い
る
。
こ
こ
に
二

十
一
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ

る
。
地
域
の
活
性
化
を
進
め
、
個
人
の
創
造

性
を
高
め
、
文
化
と
伝
統
に
根
差
し
た
地
域

の
繁
栄
が
、
あ
ち
ら
で
も
こ
ち
ら
で
も
次
々

と
芽
生
え
る
事
で
、
二
十
一
世
紀
の
日
本

は
、
再
び
輝
か
し
い
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。

さよなら20世紀
荘銀総合研究所理事長　牧口　徳幸

流れを読む⑦
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